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本提案書では、原料仕入れから製品出荷までの範囲での、「内部トレー
サビリティ」（internal traceability）に関して提案します。（以下、提案するト
レーサビリティシステムを、「ＢＩＢＬＯＳトレーサビリティシステム」）
これにより、製品から原料へ情報を遡って提供を行えるようになります。

トレーサビリティの提案

水揚げ 受入れ → 選別 計量・包装 販売

内部トレーサビリティの範囲
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トレーサビリティの適用範囲

システムでの取扱い品目は、
１．ホタテ貝柱製品
２．真だら製品
３．真がれい製品
４．黒がれい製品
５．カスベ製品
６．タコ製品
７．その他魚類
８．肉類

を対象とします。
その他の品目に関しては、必要に応じて対象品目の範囲を広げていくこ
ととします。
（品目の中には、入力方法の変更等で対応可能な品目もあります。）



識別番号（ロット番号）の付与

製造情報を追跡するために原料、加工の各段階で識別が行えるように
ロット番号を付与して管理を行います。
ロット番号は、

１．原料ロット番号 ： 原料を受入れた段階で付与
２．半製品（中間）ロット番号 ： 加工段階の中間で付与
３．製品ロット番号 ： 製品を製造した段階で付与

の各段階で重複しない番号を付与するようになります。

ロット番号形式（案）
ロット番号は、商品情報，日付（製造，受入等），連番，種別で構成する

ものとし、以下の形式を用います。

商品コード－日付（西暦年下２桁＋月）－連番－種別
８桁 ４桁 ３桁 １桁 計 １６桁



識別番号（ロット番号）の詳細

１．商品コード（８桁）

ロット番号の先頭には、現行の販売管理で使用している商品コード

をそのまま使用しロット番号から商品を特定できるようにします。

２．日付

製造日付を西暦下２桁＋月２桁の計４桁で表します。

３．連番

連番は、商品及び日付ごとの連番とします。（日付は、月までの情報

のため、連番は、月単位でのものとなります。

４．種別

ロット番号の種別を表し、

Ａ：原料， Ｂ：半製品， Ｃ：製品

とします。



システムの概略の流れ

受入
伝票

製品０１
（原料０１，原料０２）

原料01 倉庫Ａ

加工
伝票

売上
伝票

倉庫Ｂ原料0２

原料0３

製品０２
（原料０１，原料０２）

製品０３
（原料０１，原料０２）

加工工場原料受入れ 製品出荷

原料ロット番号生成 売上伝票製品ロット番号
半製品ロット番号
生成

倉庫Ａ

倉庫Ｂ
製品振分
（出荷・入
庫指示）

ラベルを容
器に貼付け

ラベルを容
器に貼付け

加工品（製品・半製品）の出荷・入庫
の情報を加工伝票へ記入する



○仕訳伝票入力
出荷・入庫情報
を入力

入力データの概略の流れ

受入
伝票

受入伝票
データ

加工
伝票

売上
伝票

加工工場原料受入れ 製品出荷

○受入伝票入力
仕入先、数量等
必要となる情報
も入力

○加工伝票入力
加工品目、使用
原料等の情報を
入力

控え

印刷
保存

仕入先：○ ○ ○ ○

品目：× × × ×

・
・
・

伝票例

参照

控え

加工伝票
データ

印刷

伝票をも
とに作業

加工品：○ ○ ○ ○

原料品目：× × × ×

・
・
・

伝票例

保存

参照

仕訳伝票
データ

保存

倉庫Ａ

○売上伝票
仕訳伝票を参照す
ることで出荷先を特
定することも可能

出荷先：○ ○ ○ ○

販売品目：× × × ×

・
・
・

伝票例

伝票，保存情報をさかのぼることで情報の遡及を可能とします



提案するシステムの概要

ＢＩＢＬＯＳトレーサビリティシステムとして既存のシステム（現在使用し
ている販売管理、在庫管理等）との連携の有無により、以下の３パ
ターンの提案システムの形態が考えられます。

１．既存システムとは連携せず単独の場合（トレーサビリティのみ）

２．販売管理とのみ連携する場合（トレーサビリティ＋販売管理）

３．販売管理・在庫管理と連携する場合

（トレーサビリティ＋販売管理＋在庫管理）

上記、３パターン全てにおいて使用するサーバ機、データベースに
関しては現在稼動中の既存機器を使用します。

（データベースに関しては、テーブル，データ定義等は、追加・修正
することとなります。）



システム概要 その１（トレーサビリティのみ）

受入伝票
データ

加工工場原料受入れ 製品出荷

参照

受入伝票入力

受入伝票
登録

加工伝票入力

加工伝票 加工伝票
データ

登録

仕訳伝票
データ

仕訳伝票入力

仕訳伝票
登録

売上伝票入力

売上伝票
データ

参照

売上伝票
登録

仕訳伝票から出荷先を
判断する必要がある



システム概要 その２（トレーサビリティ＋販売管理）

受入伝票
データ

加工工場原料受入れ 製品出荷

参照

受入伝票入力

受入伝票

仕入伝票 仕入伝票
データ

登録

登録

受入データから自動的に伝
票データを作成

加工伝票入力

加工伝票 加工伝票
データ

登録

仕訳伝票
データ

仕訳伝票入力

仕訳伝票
登録

売上伝票入力

売上伝票
データ

参照

売上伝票
登録

仕訳データ
を参照するこ
とも可能

仕訳伝票から出荷
するものに関して
売上伝票を生成



システム概要 その３（ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ＋販売管理＋在庫管理）

受入伝票
データ

加工工場原料受入れ 製品出荷

登録

参照

受入伝票入力

受入伝票

仕入伝票

入庫伝票

仕入伝票
データ

在庫データ

登録

登録

受入データから自動的に伝
票データを作成

加工伝票入力

加工伝票 加工伝票
データ

登録

出庫伝票

仕訳伝票
データ

仕訳伝票入力

入庫伝票在庫データを選
択した場合は、
自動的に出庫伝
票作成

仕訳伝票
登録

登録

売上伝票入力

売上伝票
データ

参照

出庫伝票

仕訳を入庫とした場合は、
自動的に入庫伝票作成
（半製品の場合）

売上伝票

売上伝票から必要
に応じて自動的に
出庫伝票を作成

登録

在庫，仕訳
データを参
照することも
可能

仕訳伝票から出荷
するものに関して
売上伝票を生成



トレーサビリティ情報の提供

ＢＩＢＬＯＳトレーサビリティシステムで蓄積されたトレーサビリティ情報を提
供・公開するためにシステム内に製品ロット番号からトレーサビリティ情報
を検索できる機能を設けます。
検索した結果を印刷しFAXによりトレーサビリティ情報を提供する事がで
きるようになります。
将来的には、検索結果をメールで提供する場合は、webサーバを用意し
てインターネット上で公開することも考えられます。

情報を検索 検索結果の印刷

FAXでの提供


